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なり、それによって、理性の崇高さ(the grandeur of reason)──現実存在において具現化さ
れているが、その最深の深み(its profoundest depths)においては人間に接近不可能な──に対
する心の謙虚な態度(humble attitude of mind)に到達するのである。しかしながら、この態
















見いだされるということが、ますます確信されてくるのである。」(ibid., pp.29-30)  
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